
　　　　心臓のカテーテル(大腿動脈用）検査を受けられる患者さんのスケジュール表

      　　 入院診療計画書　　　　患者名(代理人名）　　サイン 　　主治医 指示受け看護師 NO,1

入院決定日 入院2日目（　　／　　）

入院日　　　月　　日（　　）9時・10時 ＊心電図 ＊負荷心筋シンチ ＊血液検査
（入院当日負荷心筋シンチがある方は9時に入院してください） 検査 ＊心エコー 　入院日もしくは入院二日目

外来 A棟3病棟；入院していただく病室は2人部屋(2500円)もしくは ＊橈骨動脈エコー 外来で行っている場合は
説明指導 　　　　　　　個室(5000円)になります。 ＊胸部レントゲン ありません。

＊血液検査

《守っていただくこと》 点滴 〈負荷心筋シンチ検査がある場合〉
※入院当日、医師から検査の説明がありますのでご家族の方も ＊点滴を左手に行います。
　 一緒にお越しください。医師の説明が終わるまで病室でお待ち 〈負荷心筋シンチ検査がある場合〉 ＊現在飲んでいる薬を確認しますので、持参したお薬を
　　ください。説明は午前から昼に行います。 内服 ＊朝7時に内服（コップ1杯の水または　 看護師にお渡しください。
※現在服用中のお薬は必ず持参してください。 ＊昼食後薬は検査終了後に内服
　　また、お薬手帳がある方は一緒に持参してください。 ＊糖尿病の内服・注射は禁止

　(低血糖を起こす恐れがあります）
入院日当日に、負荷心筋シンチ
（トレッドミル・ペルサンチン）を

受けられる方へ 処置 ＊心電図モニターが必要な方は24時間装着していただき ます。
《検査について》

《注意事項》 心筋シンチ検査があるかどうかによって以下のように変わります。
※食事→検査当日は朝食は禁止 食事 ＊ある場合 朝食、昼食は食べられません。 ＊ない場合 （　　　　　　　　　）食

　　　　　　朝のお薬は７時までに飲んでください。 （検査終了後看護師が食事をお持ちします）
　　　　　　（水かお茶はコップ１杯程度なら飲んでもかまいません） コップ一杯程度の水、お茶は飲めます。

※薬→→糖尿病の内服薬、注射は禁止 清潔 ＊入浴かシャワーができます。希望時は看護師に声をかけてください。
　　　　　　低血糖を起こす恐れがあります。
　　 安静度 ＊院内、病棟内自由です。ただし、心筋シンチ検査がある方は、検査終了（２回目の撮影）後までは

 心臓に負担がかからないよう、お部屋でなるべく安静にしていてください。
※不明な点は下記にご連絡ください ＊病棟内をご案内します。 ＊心臓カテーテル検査のスケジュールを説明します。
済生会新潟第二病院　　内科外来 ＊入院までの経過お聞きします。  検査当日(検査前～検査後）の欄を十分に読んで
電話　025－233－6161(代表） 説明 ＊心臓のカテ－テル検査を受けられる患者さんの 　 いただき、１日の流れを看護師と一緒に確認して

　　指導 　 スケジュールを説明します。 　 いきましょう。

～～～入院時に持参していただくもの～～～ ＊医師からの説明が終わるまで、ご家族と一緒に

　　　　　　　　　　　　・入院申込書、連帯保証書 　 病室でお待ちください。
　　　　　　　　　　　　・外来で説明されたスケジュール表
　　　　　　　　　　　　・現在服用中の内服薬

***胸が痛い・胸の圧迫感・息苦しい・眠れない・その他症状出現時にはえんりょせずに看護えて下さい　い＊＊＊

　心臓を動かす筋肉(心筋）の形や働き具合を調べる検査です。方
法としては運動したり、心臓に作用する薬剤を用いて意図的に心
臓に少し負担をかけ、安静の時と、負荷の時のそれぞれの検査を
比較して病変を探します。一回目の撮影と、四時間後にもう一度撮
影があります。（検査が終わるまで食事はできません)

入院日（　　／　　）



　　　　心臓のカテーテル(大腿動脈用）検査を受けられる患者さんのスケジュール表

NO,2

カテーテル検査当日（　　／　　）検査前 カテーテル検査当日（検査後）

《風船治療を行った方のみ》
検査 ＊帰室直後・・・心電図、採血

＊帰室2時間後・・・再び採血
＊帰室3時間後・・・再び心電図

点滴 ＊検査にいく、30分前(午後）に点滴を左手にします。 ＊帰室後抗生剤の点滴があります。
内服 ＊薬はいつも通りに飲んでください。

　 医師の指示で変更になる場合は、その都度説明します。

＊検査は　　番目（　　　時　　　分）頃になります。 ＊帰室時は輸送車で検査室から病室まで帰ってきます。

　 検査の順番は、検査当日の午前中に決まるため、時間に 　　看護師が迎えに行きます。
　 ついては当日、看護師が説明します。 ＊帰室後より、心電図のモニターを装着します。
①午前９時頃、足の付け根から太ももの除毛 ＊検査後は、1時間ごとに具合を見させていただきます。

処置 ②除毛後シャワー・入浴 　（3時間後まで）
③検査着に着替えていただきます ＊カテーテルの管を挿入した部分に止血のため圧迫バンドを検査室で
④検査に行く30分前に左手点滴をします 　装着してきます。
⑤検査15分前には、排尿をすませ、病室で待機していて下さい。 ＊３時間後に圧迫バンドを緩めます。
　（時計、指輪、入れ歯、その他金属類は外して下さい） 　（出血時には再び圧迫しま 。）
＊医師の指示で尿の管を入ることがあります。 　
＊5分前になったら、１階の検査室まで輸送車に乗って行きます。

《冠動脈を広げる風船治療を行う方のみ》
　血管を広げるための テープを胸に貼ります。
　（12時間後にテープは貼りかえます。）
＊朝食は食べられます。 ＊水分は検査直後から可能　　看護師が

食事 ＊昼食は検査の順番によって、食べられない場合があります。 ＊食事は1時間後から可能 　　そのつど説明します
　 （検査の順番が３番目以降の方は昼食を全部食べれます。）

清潔 ＊午前中にシャワーか入浴をしていただきます。
＊特に制限はありません。 ＊検査後翌日まではベット静安静です。

安静度 ＊３時間後までは看護師が手伝いをして体の向きを変えることができます。
＊３時間後～は自分で体の向きを変えることができ，ベットを30度起こすことができます。
＊6時間後～はベット上で置きあがることができます。
＊検査の管を入れたところを縫ってきた方は医師の診察後ポータブルトイレまで移動できます。

＊朝５時からおしっこをためていただきます。 ＊検査後の結果について医師から説明があります。
　 次の日の朝５時までためていただきます。ためるところは 　　ご家族の方は病室でお待ちください。

説明 　 看護師が説明いたします。 〈検査後の注意点〉
　　指導 　　・検査側の足のしびれ、腫れが強い場合

　　・検査部の痛みが強い場合
　　・検査部の圧迫バンドから出血がある場合
　　・胸がもやもやする、痛い、息苦しい
　　　　このような症状があればすぐにナースコールなどで教えてください。

2005年4月作成



　　　　心臓のカテーテル(大腿動脈用）検査を受けられる患者さんのスケジュール表

NO,3

検査後1日目　（　　　　/       ) 検査後2日目（　 　/      )　退院日（　　　/      )

＊9時頃心電図 《風船治療を行った方のみ》
検査 《風船治療を行った方のみ》 ＊負荷心筋シンチ・・・検査後2日目、もしくは退院日に行います。

＊朝・・・血液検査 　　　　　　　　　　　　　　血管の広がり具合いを確認します。

点滴 《風船治療を行った方のみ・・・負荷心筋シンチがある場合》

＊点滴を左手にします。（朝9時頃）

＊いつも通り内服をしてください。 《風船治療を行った方のみ・・・負荷心筋シンチがある場合》
内服 ＊朝7時に内服（コップ1杯の水またはお茶）

＊昼食後薬は検査終了後に内服
＊糖尿病の内服・注射は禁止
　(低血糖を起こす恐れがあります）

＊朝9時頃医師の診察があります。
処置 　その時検査した部位を消毒します。

　問題なければ、心電図モニターを外します。
《風船治療を行った方のみ》
＊胸のテープを張り替えます。
　（朝早く張り替えることもあります）

＊（　　　　　　　　）食（制限なし） 《風船治療を行った方のみ・・・負荷心筋シンチがある場合》
食事 ＊朝食、昼食は食べられません。

　（検査終了後看護師がお食事をお持ちします）
　コップ一杯程度の水、お茶は飲めます。

清潔 ＊診察後暖かいタオルで体を拭きます。 ＊入浴可能です。

安静度 ＊医師の診察後歩行が自由になります。
　（院内フリー）

＊退院後の日常生活の注意点につい説明します。 ＊負荷心筋シンチを行った方は医師から説明があります。
　パンフレット「心臓と仲良くするために」をご覧ください。 ＊退院する前に再度退院後の日常生活の注意点についての確認を行います。

説明 　1．心臓の働きとは ＊そのほかの説明
　　指導 　2．狭心症、心筋梗塞について 　　・内服薬について

　3．お薬について 　　・次回受診日について（予約表をお渡しします）
　4．日常生活について 　　・当院以外に受診している方の受診方法
　5．食事について 　　　（紹介状がある場合お渡しします）
　6．運動について

　７．発作が起こったときの対処法 気をつけてお帰りください。
　　お大事にどうぞ！！

＊わからないことはいつでも質問してください！！

済生会新潟第二病院　　　循環器科 2005年9月８日改訂


